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NO.77

避
難
場
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

生い
く

田た　
政ま

さ

代よ

公
明
党

（
30
分
）

レ
ベ
ル
３
（
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
）
で
14
カ
所
を
開
設
し
、
警
戒

レ
ベ
ル
４
（
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
）

で
最
大
１
２
０
カ
所
を
確
保
し
て
い
る
。

②
親
戚
や
友
人
宅
へ
の
避
難
、
避
難
時

の
マ
ス
ク
着
用
等
の
周
知
の
た
め
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
自
主

防
災
組
織
等
に
周
知
を
依
頼
し
て
い
る
。

③
消
毒
液
や
ガ
ウ
ン
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
等
を
備
蓄
す
る
。
６
月
中
に
は
お
お

む
ね
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
検
温
と
質
問
票
に
よ
る
聞
き
取
り
を

行
い
、
発
熱
等
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場

合
は
個
室
に
誘
導
し
、
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
や
保
健
所
等
の
指
示
を
受
け
る
。

答

①
３
つ
の
密
を
回
避
す
る
た
め

避
難
場
所
の
収
容
人
数
を
通
常
の
４
分

の
１
と
し
、
開
設
数
を
増
や
す
。
警
戒

問

①
避
難
場
所
の
分
散
化
は
。

②
市
民
へ
の
周
知
は
。

③
消
毒
液
等
の
備
畜
品
の
状
況
は
。

④
発
熱
者
等
へ
の
対
応
は
。

奥お
く　

　
陽よ

う

治じ

公
明
党

（
30
分
）

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の

※

取
り
組
み
は

じ
た
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

②
策
定
中
の
中
期
的
な
成
長
戦
略
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
を
取
り
入
れ
、
各
施
策

検
討
の
際
に
は
専
門
家
を
招
い
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
す
る
。
ま
た
、

官
民
が
連
携
し
て
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
む
「
み
ん
な
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

応
援
会
議
」
で
も
テ
ー
マ
の
一
つ
に
取

り
上
げ
、
職
員
の
意
識
向
上
に
努
め
る
。

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

の
方
向
性
と
も
一
致
し
て
お
り
、
そ
の

着
実
な
推
進
に
よ
り
市
民
満
足
度
を
高

め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
都
市
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

答

①
福
山
未
来
共
創
塾
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

問

①
市
民
へ
の
周
知
は
。　

②
市
職
員
の
意
識
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。　

③
市
民
生
活
の
満
足
度
向
上
を
ど
う

考
え
る
か
。

宮み
や
も
と本　
宏ひ

ろ

樹き

公
明
党

（
30
分
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
は

業
者
の
判
断
に
よ
る
設
備
の
増
設
等
、

通
信
速
度
の
維
持
確
保
の
対
応
が
さ
れ

て
い
る
が
、
支
障
を
来
す
よ
う
な
場
合

は
、
総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
へ
円
滑

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
確
保
を
依

頼
す
る
な
ど
、
適
切
に
対
応
す
る
。

　
本
市
の
光
回
線
未
整
備
地
域
は
、
熊

野
町
、
山
野
町
、
内
海
町
、
新
市
町
金

丸
、
沼
隈
町
山
南
、
神
辺
町
中
条
、
駅

家
町
服
部
、
走
島
町
の
８
地
域
で
あ
る
。

　
整
備
の
実
現
に
向
け
て
国
の
高
度
無

線
環
境
整
備
推
進
事
業
も
活
用
し
つ
つ

民
間
事
業
者
を
積
極
的
に
支
援
し
、
確

実
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

答

今
後
、
大
容
量
デ
ー
タ
を
扱
う

利
用
形
態
の
増
加
と
と
と
も
に
、
通
信

速
度
の
低
下
が
想
定
さ
れ
る
。
通
信
事

問

高
速
大
容
量
デ
ー
タ
通
信
が

安
定
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
考
え
は
。

　
ま
た
、
光
回
線
の
未
整
備
地
域
へ

の
対
応
は
。

小こ
ば
や
し林　
聡あ

き

勇お

公
明
党

（
30
分
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

め
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
主
な
支
援
策
と
し
て
、
家
庭
・
教
育

支
援
員
が
家
庭
を
訪
問
し
て
学
習
支
援

等
を
行
う
生
活
・
学
習
支
援
、
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
、
就
学
援
助
や
奨
学
金

の
貸
与
等
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

必
要
な
支
援
に
取
り
組
む
。

②
３
中
学
校
区
に
３
名
配
置
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
家
庭
訪
問
や
児
童
生
徒
、

保
護
者
と
の
面
談
を
行
い
、
ケ
ー
ス
会

議
で
取
り
組
み
の
方
向
性
を
確
認
し
て

関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
約
４
割

の
改
善
が
見
ら
れ
た
。
課
題
は
、
生
活

環
境
等
の
要
因
が
複
雑
化
、
多
様
化
し

長
期
的
支
援
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

問

①
子
ど
も
の
い
る
貧
困
家
庭

へ
の
取
り
組
み
は
。

②
ス

※

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
現
状
と
課
題
は
。

答

①
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
会
議
を
設
置
し
て
お
り
、

支
援
を
必
要
と
し
な
が
ら
支
援
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
家
庭
の
早
期
把
握
に
努

※ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）：2015 年の国連サミットで採択された国際目標。貧困の解消や気候変動
への対応など、持続可能な世界を実現するための17のゴールと169のターゲットから構成される。


